
平成24年度　「学力向上を図るための全体計画」　　　　　小19　練馬区立練馬第二小学校

○日本国憲法

○教育基本法

○学校教育法

○学習指導要領
○ 東京都教 育委員会

教育目標
○練馬 区教育委員会

教育目標

《学 校 の 教 育 目標 》

教育基本法の精神にのっとり、国民としての
自覚をもち、心身ともに健康で知 ・徳 ・体の
調和のとれた、生涯を通じて主体的に学ぶこ
とのできる個性豊かな子供の育成を目指す。

○よく考え行動する子
○心ゆたかな子
○健康でたくましい子

〇学校 や地域の実態

〇保 雄者や地域の願い

〇 目指 す児童像

・自分 の 力で 問題 を解 決

す る子

・意 欲 的 に学 習 に取 り組

み 、ね ぼ り強 くや り遂

げる子

・論 理 的 に考 え積 極 的 に

発表する子

・人とのかかわ りの中で．

自分の力を牛かす子

【学校経営方針（学力向上にかかわる要点）】
1　計画的、効果的な授業を実施し、児童に基礎・基本の確実な定着を図ります。
音義欝 透絹 張 葦だ望雪洞 墓禁 準莞き慧管差違毒浣莞妄いた授業の実施

・3 ～6年算数科少人数授業　　 ・3 ～6年理科ティームティーチング
・理科、社会の教科担任制

喜蓋慧義軍冨警買豆奪還害虫運曇買芸壷彙琴≡施●学習内容‾短作文’読書’計算

2　研究や研修を活発に行い、教員の授業力の向上を目指します。

喜嘉整義孟嘉曇李蓋霊室襲義慧芸的な参加
各 教 科の 指導 の 重 点
・計画的な指導と評価
・教員の協力的な指導の推進
・個に応じた指導の充実
・基礎 ・基本的な学習内容の
確室な定着

特 別 活動 の 指導 の重 点
・集団の一員と しての 自覚や
好ましい人間関係の育成

・体験的活動や社会貞献活動
の重視

生 活指 凛 の 重 点
・児童のよさの承認、称賛
・基本的生活習慣、望ましい行
動様式の育成
・間超の早期発見と全校体制に
よる対応
・児竜押解に基づく教育相談

本校の確かな学力

ll

○学ぶ意欲 ・主体性
○思考力、問題解決力、

表現力
○知識や技能の活用力

この3 者の総合的な学
力を、本校における確か
な学力ととらえる。

ll

小学校学習指導要額に示
されている各教科等のす
ベての目標と内容

道 徳 教 育 の 指 導 の 重 点

・人間尊重の精神の育成
・あいさつの励行

・ボランティアや福祉の体験活動
・畳学生脾音や二帥域の人々との交流

総 合 的 な学 習 の 指 濃 の 重 点

・各教科等との効果的な関連付け
・問題解決的学習や探究活動の重視

・人とかかわる力や自己の生き方を考

戻る力の育成

進路 指 導 の羊 点
・児 童 のよ さや 可能 性 の承 認
と称賛

・開かれた学校づ くりの推進 と
保護者との連携

・推学簾中学綾との連携

外匡l語 三吉動
・コ ミ ュニ ケー シ ョ ン能 力の
育 成

本 校 の授 業 改善 に 向けた視 点

指 導 内 容 ・指 導 方 法 教 育 課程 編 成上 の 校 内 にお ける研 究 評 価 活動 の 工 夫 家庭 や 地域 との
の工 夫 工 夫 研 修 の工 夫 連携 の工 夫

〇年間や週の指導計画 ○ 実 験 、実 習 、 調 ○ 校 内研 究 ・研 修 O 「指 導 計画 ・ ○ 地 域 人材 や 保
の改善 ベ 学 習 、作 品 制 の推 進 評価 規準表」 護 者 によ る授

ご指導方法の課題分析、 作 な ど学 習 内容 ○ 全 分科 会、 研 究 の作成、改 善 業への参画
授業改善策の工夫 によ る弾 力的な 授業の実施 ○ 自己 評価 、相 〇 年 8 回 の学 校

○個に応 じた指導 時程の工夫 ○研究 の重点 互評価 の活 用 公開 及 び 全学
・算数少人数授業 ○ 基礎学習の時 間 ・伝え合う活動 ○ 肯 定 的 評価 の 年 の 公 開授 業
・理科T T （きたえの時間） ・学習過程の工夫 重視 の実施

○補充的 ・発展的学習 の実施 ・教材や資料の工夫 ○ 学 校 公 開 、公 ○放 課 後 等 児童
・補充学習教室 ・週3 回各 1 5 分 ・学習評価の工夫 開授 業 の保 護 居場所づ く り
・放課後の個別指導 ・作文、読書、計算 ・学習形態の工夫

C 自主研修会の奨励
者 によ る 評価

の活用

事業 との連携


